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結合位置を、重元素をもっ麻酔薬 Diiodomethane を用いることにより調べた。 X線回折プロファイルを解析すること
により、麻酔薬は低濃度のときには水/膜界面の蛋白質/脂質境界領域に結合していることが明らかとなった。
第 II 章では、 native な紫膜に対する麻酔作用と、デオキシコール酸 (DOC) 処理によって脂質分子を一部除去した


























はなく、 2 つの異なる作用様式を持つことが明らかにされた。また、 X線回折による結果と考え合わせると、高濃度
で作用する時は麻酔薬分子は脂質の疎水的領域まで入り込むことが示された。このように、麻酔薬の作用は多様性を
持ち得るという結果は、麻酔薬が膜の表面に作用するのかあるいは内部に入って作用するのかといった議論に重要な
示唆を与えるものである。
以上のように、この論文は麻酔の分子的メカニズムの研究に重要な貢献をしたと認められ、博士(理学)の学位論
文として価値あるものと認める。
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